
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

2003年 　第 1号 会 報 29

会靉鍵 報 、．．lt 幽
　　　　日本生物工 学会創立 80 周年記 念大会

　　　　　　　　平成 14年度大会後記

　創立 80周年記念 日本生 物工 学会大会は，平成 14年 10月 27 日

（日 ）か ら30日 （水） ま で の 4 日間 ， 大 阪市中之 島の 大 阪 国際 会

議 場 （グラン キ ュ
ーブ大阪）で 開催され た，

　 こ の 度は ，日 本生 物工 学会 が 大阪 醸造 学会，日本 醗酵 工 学 会 を

経 て 80周 年 を迎 え る記念 す べ き大会 と して ， 学 会 本 部お よび 関

西支部が合 同で 担当した，そ こ で，本学会誕 生の 地，大阪市の 中

之 島に 最近建 設 され た国際会 議場を4 日間借 り切 り盛大 に 開催す

る こ と とな っ た．かっ て ，日本醗 酵 工 学 会 は こ の 近 くの 日本 生命

ビル の 4−6会場 を借 りて開催 して い た こ とを思 う と感慨深 い もの

が ある．幸い 大会中は好天 に 恵まれ，会議場の 最上 階か ら眺め る

大阪 は ，淀川 と大 阪湾の 水 面 に ，六 甲 と箕面 の 山並み が 映 え て，

大 阪が こ ん な に 美 しか っ た の か と言 う声 も聞 こ え る ほ ど 参加 者

の 目を楽 しませ た．

　創 立 80周 年記 念 行 事 は，吉 田 前 会長，谷 現 会 長 お よび 新旧 副

会 長 の 下 で 各種 準 備 委員 会を 2 年 前か ら立 ち上 げて 計画 され た ，

そ の 主 な もの は ，ア ジア の 若 手研 究者 を対象 に した 「生 物 工 学 ア

ジア 若 手 賞」，
「生物 工 学 実験 書 改訂 版 」 の 出版 ， 産経 新聞 に連載

され た 「教科書に載っ て い ない い バ イオ 」 の 感想文を高校生を対

象 に 募集 した 「バ イ オイ ン タ
ー

ハ イ 」，「IT基 金 」 お よび 「産学

連 携基金 1 の 設 立 な どで あ る．こ れ ら詳細 に つ い て は，別 途 報告

が ある と思 うの で 省略する が，こ の 記念行事に 対 して，学会員，

各 種協会，賛助会 員，企業等か ら当初 目標を上回 る 寄付金 の 譲与

が あ り，関係者
一

同大 変感 謝 して い る．

　記 念式典は 日曜 日 に もか か わ らず熱心 な会員 の 参加 が あ り，こ

れ に 高校生 とそ の 父 兄お よび 国際シ ン ポ ジ ウム に 招待 され た 40

名 を超 える 外 国人 が加 わ っ た．従 来 の 生 物 工 学賞，技術賞，江 田

賞，斎藤賞，照井 賞，論 文賞の 他 に 生物工 学ア ジ ア 若手 賞，名誉

会員の 推戴お よび 功労者 の 表彰が加 わ り，日本農芸化学会会長森

謙 治 先生 の ご祝 辞 を賜 るな ど創 立 80周 年 にふ さわ しい 記 念式典

で あっ た ．特に 今回バ イオ イ ン タ
ー

ハ イ最優秀賞を受けた 3名 の

高 校 生に よ る，バ イ オ テ ク ノ ロ ジー
に 対 す る感 想 文 の 朗読 は 多く

の 関 心 を集め た．次 世代 の バ イオ テ ク ノ ロ ジ ス トを育て よ うとい

う新名 副会 長 の 努力 の 賜 で あ る．

　式典後，リ
ーガ ロ イ ヤル ホ テル で 行われた記念祝賀会は 380名

の 参加 が あ り，バ イ オ イ ン ダス トリ
ー協会 長，山 田秀 明先生 の ご

祝 辞，木 下祝 郎先生 の 乾杯 で 始 ま り，3丁 の 日本 酒樽の 鏡開 きは

こ の 学会の 歴史を彷彿 とさせ，川崎理 事の 趣向を凝 ら した 内容は

食 い 倒れ の 大 阪 ら し い 食文化 を 含 め て 大 い に 盛 り上 が りを みせ

た，特 に ，プ ロ ジ ェ ク トX の 曲 をバ ッ ク に し た 「日本 生物 工 学会

80年 の 歩み 」 の 映像は 参加者の 注 目を集 めた．

　28 目か ら始まっ た記念大会は，一般講演644題，シ ン ポ ジ ウム

80題 の 申 し込 み が あ り，講 演要 旨 も含 め て す べ て イ ン タ
ーネ ッ ト

で 受 け付 けた ，初 め て の 試 み の た め，締切 り最終 日に 講演 申 し込

み が 殺到 し，メ
ー

ル が つ なが らない と言 う混乱 もあっ た が ，学会

始 ま っ て 以来 の 講演数 とな っ た．今 回 こ う した電 子化の 初期投資

を行 っ たの で ，次 回の 大会 か ら演題 の 編 集 が 楽 にな るだ ろ う．吉

田 世 話人 に よ る 国際 シ ン ポ ジ ウム 「熱帯生 物 資源 と グ リ
ー

ン ケ ミ

ス トリー
」 に 招待 され た外 国人27名 お よび韓国か らの 20名の 参

加 は本 学 会 の 国 際 化 へ の 取 り組 み を反 映 し て い る．「生 命 圏 工

学 」，「ナ ノ バ イ オ の 源 流 」 お よ び 「ポ ス トゲ ノ ム 時代 に お ける新

しい 生物工 学を 目指 して 」 と題 し た記念シ ン ポ ジ ウム お よび 8件

の 協 同 主催 シ ン ポ ジ ウム も会期 中 は多 くの 聴 衆 を集 め た．最 終 日

は さすが に 聴衆は 少な 目で あっ た が，著名な講演者 に よ る招待講

演 に は 熱 心 な会員 の 質疑 も行 わ れ た．

　 こ の 他 に，「バ イ オ エ ン ジ ニ ア リン グ 21」と題 した イ ベ ン トホー

ル で の
一

般 シ ン ポ ジ ウム お よ び，2回 の ラン チ ョ ン セ ミナ
ー

は 新

た な 関心 を よ ん だ，ち なみ に 参加 者総 数 は ，招 待者 も含 め て 1457

名 に 達 し，上記 の
一

般 シ ン ポ ジ ウム お よび展 示 会場 に は 184 名 の

一
般入 揚 者 も受け入 れ た．展 示 会場 で は，80以 上 の ブー

ス の 出展

が あ り，塩谷 幹事 の 企 画 に よる 大学 の 研 究 室や 大使 館 な どの 紹 介

パ ネ ル は 70件 近 く出展 され，試 飲 コ
ー

ナ
ー

も設 け られ連 日賑 わ

い を みせ た ．

　 こ の 展示 会 場 と祝賀会 に は多 くの 賛 助会 員か らの 飲み 物 な ど

の ご提 供 が あ りこ の 場 を借 りて 改 めて感 謝致 します．また，本 記

念大会が 盛 況裏に 終 わ っ た の は ，土 戸 関西 支部 長，原 島庶 務理 事

をは じ め，企 画 か らプ ロ グラ ム 編 成，会 場整 備 お よび会 期中各 種

運 営 に あた っ てい た だい た 多くの 委員 ， 関係 者 の 皆様 の 献 身的 な

ご協力の お か げで す．今記 念大会が 日本生 物工 学会の 次の 10年

への 飛 躍の 基 に な る もの と確 信 い た しま す．

　　　　　　　　　　　　　　 大 会 実行 委員長 　室 岡　義勝

谷 会 長の 挨 拶 祝 賀会 で の 鏡 開 き
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